
共通１２の構成（全体体系）

別紙２ 構造概要
構造設計整理表

別紙４ 構造設計の説明が必要となる基本設計方針の関係整理

基本設計方針
設計方針（添付書類） 構造設計との関係

有無 別紙２との関係 類型分
類番号Ⅵ-1-1… Ⅵ-1-1…

開口部等からの設計飛来物の侵入により，
建屋内に収納されるが防護が期待できない
竜巻防護対象施設は，竜巻防護対策設備
を設置することにより，設計飛来物の衝突に
よる影響に対して，安全機能を損なわない
設計とする。

＊＊＊＊＊ ■■■■■■

○

【飛来物防護板】
第1.2.1-2表 竜巻に関する飛来物防
護板（防護板（鋼材）及び支持架
構）の構造設計
【●●●●】

①

風圧力による荷重及び気圧差による荷重は，
設計竜巻の特性値に基づいて設定する。 ― ―

―
（荷重の設定に係る
記載であるため）

― ―

条文毎に各条00別紙より基本設計方針
を全て抜き出し記載する

基本設計方針を踏まえ構造設計の説明を要する場合は「構
造設計との関係有無」欄を“○”し、不要の場合は“－”とともに
理由を付す。当該欄を“○”としたものについては、該当する添
付書類の関連記載を抽出。

左欄で「○」とした項目は、どの別紙２の整理表で説明するかの対応
関係を示すため、別紙２の表番号とタイトルを記入する
なお、別紙２が未添付の項目については、【】表記にて説明対象とす
る設備のみを記載（別紙２添付後に表番号等を適宜反映）

第1.2.1-2表 竜巻に関する飛来物防護板
（防護板（鋼材）及び支持架構）の構造設計

条文
要求

基本設計方針 設計方針（添付書類） 設計上の配慮事項
（周辺環境等）

構造設計

Ⅵ-1-1… Ⅵ-1-1…

○○ 開口部等からの設計飛
来物の侵入により，建屋
内に収納されるが防護が
期待できない竜巻防護対
象施設は，竜巻防護対
策設備を設置することによ
り，設計飛来物の衝突に
よる影響に対して，安全
機能を損なわない設計と
する。

＊＊＊＊＊ ■■■■■■ ○○ ○○

• 別紙4で整理した構造設計説明対象の基本設計方針
及び添付書類を展開

• 別紙2と別紙4の整
理をリンクさせるため、
表番号及び表タイト
ルで対応関係を整理

機器名
称

施設区
分

・・・ 第
○
条

第
△
条

第
□
条

第
●
条

第
▲
条

第
■
条

第
◎
条

・
・
・

○○ △△ － － A-⑥ － A-① － －

○○ △△ － － A-⑥ － A-① － －

○○ △△ － － A-⑧ － A-① － －

○○ △△ － － A-⑧ － A-① － －

○○ △△ － － A-⑥ － A’-② － －

○○ △△ － － A-⑥ － A’-② － －

別紙３ 申請対象設備（類型分類及び構造設計の整理）リスト

申請対象設備（類型分類及び構造設計の整理）リスト

• 別紙4で構造設計の説明対象とした項目
（例としては①）に該当する分類番号にの
み別紙３上で着色する

• 説明対象外の項目は 「‘」（ダッシュ）を付
記し白抜きとする

日本原燃株式会社
2023年3月17日

第▲条 整理表
• 別紙4に類型分類番号を記
入し別紙３と対応

【公開版】
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